
　

船
橋
市
で
は
24
地
区
す
べ
て
に
児
童

ホ
ー
ム
を
設
置
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
和
・
大
穴
・
本
町
地
区
に
は

「
適
当
な
場
所
が
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、

児
童
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
共
産
党
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の

３
地
区
へ
の
児
童
ホ
ー
ム
の
設
置
を
議
会

で
も
度
々
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
２

３
年
に
議
会
で
取
り
上
げ
た
際
に
は
、「
こ

れ
ま
で
の
児
童
ホ
ー
ム
と
い
う
形
で
は
な

く
、
今
後
は
『
子
ど
も
の
多
様
な
居
場
所
』

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
く
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
和
東
５
丁
目
国
家
公
務
員
宿
舎
跡
地

の
解
体
工
事
が
２
０
２
５
年
11
月
４
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
国
家
公
務
員
宿
舎
跡

地
活
用
事
業
で
は
、
防
災
公
園
と
「
児
童

ホ
ー
ム
」
や
「
老
人
憩
い
の
家
」
が
設
置

可
能
な
複
合
施
設
を
建
設
す
る
は
ず
で
す

が
、
新
た
な
複
合
施
設
は
建
設
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
咲
小
学
校
近
く
に
あ
る
、
船
橋
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
（
旧
二
和
公
民
館
）

は
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
旧
金
杉
台
中

学
校
に
移
転
が
決
ま
っ
て
お
り
、
２
０
２

６
年
度
中
に
引
っ
越
し
完
了
予
定
で
す
。

　

議
会
で
日
本
共
産
党
は
、
「
乳
幼
児
や

小
学
生
だ
け
で
な
く
中
学
生
や
高
校
生
、

不
登
校
の
児
童
や
生
徒
な
ど
に
も
対
応
で

き
る
、
現
在
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な

『
子
ど
も
の
居
場
所
』
と
し
て
、
こ
の
『
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
』
建
物
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
市
か

ら
は
、
「
今
後
の
『
埋
蔵
文
化
財
調
査
事

務
所
』
建
物
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
『
子
ど
も
の
居
場
所
』
も
含
め
、
現
在

庁
内
で
検
討
中
」
と
の
答
弁
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
和
地
区
の
新
た
な
「
子
ど
も
の
居
場

所
」
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
事
務
所
を
利
用
し
て

新
た
な「
子
ど
も
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居
場
所
」の
整
備
を
要
望
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千葉県広域都市計画区域マスタープラン図
　

船
橋
市
は
11
月
４
日
の
都
市
計
画

審
議
会
で
、
千
葉
県
の
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ

い
て
３
回
目
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
道
府
県
が
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し

て
、
広
域
的
な
見
地
か
ら
都
市
計
画

の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で

す
。
県
内
の
都
市
計
画
区
域
は
一
部

を
除
き
自
治
体
ご
と
で
あ
り
、
船
橋

市
も
単
独
の
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

県
は
来
年
夏
頃
ま
で
の
見
直
し
で
、

新
た
に
県
内
を
６
圏

域
に
分
け
、
都
市
計

画
区
域
に
入
っ
て
い

な
い
自
治
体
も
含
め

た
広
域
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
定

め
る
と
し
ま
し
た
（
図
参
照
）
。
船
橋

市
は
野
田
・
流
山
・
松
戸
な
ど
12
市

か
ら
な
る
東
葛
・
湾
岸
広
域
都
市
圏

に
含
ま
れ
ま
す
。

　

市
は
そ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
北
千
葉

道
路
の
整
備
促
進
、
新
湾
岸
道
路
計

画
の
具
体
化
な
ど
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
と
報

告
し
ま
し
た
。
他
方
、
同
じ
く
広
域

的
な
道
路
で
あ
る
木
下
街
道
や
成
田

街
道
の
歩
道
改
善
は
、
ほ
ぼ
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

広
域
化
の
目
的
は
、
主
に
大
型
高

速
道
路
の
建
設
推
進
で
す
。
県
が
２

０
２
３
年
６
月
に
定
め
た
「
千
葉
県

都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
「
県

内
の
都
市
計
画
区
域
が
概
ね
市
町
村

ご
と
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
隣

接
す
る
市
町
村
間
で
都
市
計
画
道
路

や
土
地
利
用
の
不
整
合
等
が
生
じ
て

い
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

広
域
的
な
視
点
で
の
都
市
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
湾
岸
道
路
の
影
響
を
受
け
る
三

番
瀬
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
市
が
原

案
を
作
成
す
る
区
域
パ
ー
ト
案
に
は

明
記
し
ま
し
た
が
、
県
作
成
の
広
域

パ
ー
ト
案
で
は
曖
昧
な
記
述
で
す
。

開
発
優
先
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
今
回
の
案
で
は
、
従
来
あ
っ

た
、
海
老
川
沿
い
の
水
田
の
市
街
化

に
よ
る
災
害
発
生
へ
の
警
鐘
や
同
区

域
の
保
全
努
力
の
記
載
が
、
丸
々
削

除
さ
れ
ま
し
た
。
公
営
住
宅
の
新
規

建
設
な
ど
を
め
ざ
す
記
述
も
削
除
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
福
祉
増
進
と

い
う
理
念
を
脇
に
追
い
や
る
、
大
型

開
発
偏
重
の
計
画
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
、
案
の
概
要
が
公
表
（
縦
覧
）

さ
れ
、
そ
こ
で
意
見
を
出
せ
ば
公
聴

会
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
が
声

を
上
げ
る
機
会
が
訪
れ
ま
す
（
日
程

は
広
報
に
掲
載
）
。
ぜ
ひ
活
か
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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